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さあ、あなたもフォロー！

人の動き
■世帯数　27,256 世帯（ ＋ 173）

　全て令和 2 年 2 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　56,607 人（ － 118）
　〔うち外国人 639 人〕
　　男　26,751 人  （ － 22）
　　女　29,856 人  （ － 96）
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ー
ツ
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育
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２
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２
６
）

　
直
方
市
史
に
登
場
す
る
文
学
作
品　

　
直
方
市
史
下
巻
（
昭
和
53
年
１
９
７
８

年
発
行
）
の
「
文
学
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た

直
方
」
で
、
次
の
作
家
と
作
品
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。（
舌
間
信
夫
氏
執
筆
）

①
森
鷗
外
の
「
小
倉
日
記
」

　
岩
波
書
店
の
森
鷗
外
全
集
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ち
く
ま
文
庫
の
森
鷗
外
全

集
13
（
平
成
８
年
１
９
９
６
年
発
行
）
に

収
録
さ
れ
容
易
に
入
手
で
き
ま
す
。

②
林
芙
美
子
の
「
放
浪
記
」

　
新
潮
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
容
易

に
入
手
で
き
ま
す
。

③
夢
野
久
作
の
作
品
（
後
述
し
ま
す
）

・
犬
神
博
士
（
長
編
小
説
）

・
女
坑
主
（
短
編
小
説
）

・
骸
骨
の
黒く

ろ
ん
ぼ穂
（
短
編
小
説
）

④
橋
本
英
吉
の
「
筑
豊
炭
田
」

　
戦
時
中
の
昭
和
18
年
１
９
４
３
年
発
行

の
長
編
小
説
で
、
明
治
24
年
１
８
９
１
年

８
月
30
日
の
筑
豊
興
業
鉄
道
直
方
駅
の
開

業
風
景
が
記
述
さ
れ
て
い
て
貴
重
で
す

が
、
古
書
店
で
購
入
す
る
以
外
に
読
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
夢
野
久
作
と
い
う
作
家　

　
市
内
各
地
に
文
学
碑
や
説
明
板
が
設
置

さ
れ
て
い
る
森
鷗
外
や
林
芙
美
子
に
比
べ

て
、
夢
野
久
作
の
名
は
直
方
市
民
に
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
出
身
地
で
あ

る
福
岡
市
に
は
文
学
館
が
あ
っ
て
も
よ
さ

そ
う
な
も
の
で
す
が
、
や
は
り
知
名
度
は

低
い
よ
う
で
す
。

　

夢
野
久
作
（
１
８
８
９
〜
１
９
３
６
）

は
本
名
が
杉
山
直
樹
、
福
岡
市
に
生
ま
れ

中
学
修
猷
館
卒
業
後
に
上
京
、
慶
應
義
塾

大
学
を
中
退
後
に
帰
省
し
、
郊
外
の
香
椎

で
広
大
な
農
園
を
経
営
し
な
が
ら
様
々
な

職
業
を
経
て
、
福
岡
市
在
住
の
ま
ま
作
家

生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　
昭
和
11
年
３
月
、
二
二
六
事
件
直
後
の

東
京
の
亡
父
の
自
宅
で
来
客
応
接
中
に
急

死
し
ま
し
た
。
47
歳
の
若
さ
で
作
家
と
し

て
の
円
熟
期
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
し
た
。

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
夢
野
久
作
の
由
来

　
「
夢
の
久
作
」
と
は
博
多
方
言
で
夢
想

家
を
意
味
し
、処
女
作
「
あ
や
か
し
の
鼓
」

を
読
ん
だ
父
親
の
杉
山
茂し

げ
ま
る丸
が
「
こ
ら
ど

う
か
い
な
。
夢
の
久
作
さ
ん
が
書
い
た
ご

た
る
小
説
じ
ゃ
ね
え
」
と
感
想
を
述
べ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
性
豊
か
な
杉
山
一
族

・
父　
杉
山
茂
丸

　
明
治
維
新
に
乗
り
遅
れ
た
福
岡
藩
士
族

の
出
身
で
玄
洋
社
の
総
帥
頭と

う
や
ま
み
つ
る

山
満
の
盟
友

で
あ
り
浪
人
国
士
と
し
て
明
治
大
正
昭
和

の
政
財
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

・
長
男　
杉
山
龍た

つ
ま
る丸

　
陸
軍
士
官
学
校
卒
の
飛
行
隊
整
備
隊
長

と
し
て
南
方
戦
線
を
転
戦
、
負
傷
し
て
陸

軍
少
佐
で
終
戦
。
戦
後
は
イ
ン
ド
の
砂
漠

緑
化
に
取
組
み
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ザ
ー

と
呼
ば
れ
た
。
私
財
を
投
じ
て
四
万
六
千

坪
の
杉
山
農
園
を
全
て
手
放
し
た
。

　
そ
の
長
男
の
満み

つ
ま
る丸
氏
は
元
高
校
教
師
で

杉
山
三
代
の
顕
彰
に
努
め
て
お
ら
れ
、
今

回
の
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

・
次
男　
三み

と
ま苫
鐵て

つ
じ児

　
教
職
に
つ
き
、
退
職
後
は
福
岡
教
育
大

学
な
ど
で
同
和
問
題
の
講
師
を
務
め
た
。

・
三
男　
杉
山
参さ

ん
ろ
く禄

　
父
久
作
の
文
学
者
と
し
て
の
資
質
を
受

け
継
ぎ
、
生
涯
無
職
独
身
の
詩
人
で
あ
っ

た
。

＜編集後記＞
「春になり 別れになり 出会いなり」
別れの季節ですが、新しい出会いの季
節でもあります。寂しさをこらえ、前に
一歩ずつ。4月から「ふるさと情報係」
は、「秘書広報係」に変わりました。
どうぞ、よろしくお願いします。(Ki)

   
直
方
文
学
散
歩
・
小
説
編

   
夢ゆ

め
の野
久き

ゅ
う
さ
く
作
の
作
品

第 61 回

夢野久作（孫の杉山満丸氏提供）
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